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１．緒言
　近年，次世代が食事づくりに必要な知識や技術を
十分有していないとの報告1-6）があり，子どもの食
の問題がその後の心身の成長及び人格の形成に影響
を及ぼすことが懸念されている．平成17年に食育基
本法が制定され，これらの問題に対応するために食
事を通じて親子や家族との関わり，仲間や地域との
関わりを深め，子どもの健やかな心と身体の発達を
促すことをねらいとして，厚生労働省では食育活動
「食を通じた子どもの健全育成」7）に取り組んでい
る．そのうち学童期では，食の体験を深め食の世界
を広げる力を育むことが推奨されている． 
　一方，保護者に対して，食育活動の重要性や必要
性は強く認識されているが，その対応は積極的に行
われていないのが現状である．しかし保護者の食生
活は，子どもの食育による波及効果が期待されてい
る8）．
　子どもの食育は，保護者の食に対する考え方や意
識に大きく影響を受け9-11），保護者の食生活は子ど
もの食育効果の影響を受ける8）．したがって子ども
の食育を通して保護者の食習慣を見直すことは重要
である．
　そこで今回 H 町において，小学校高学年を対象
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とする食事づくり支援事業として食育講座「わくわ
く早島キッチン2014～楽しくおいしくクッキング
～」（以下食育講座）を開講し，参加した子どもと
その保護者の食行動の変容について考察したので報
告する．

２．対象および方法
２. １　対象
　H 町小学校高学年で食事づくり支援のための食
育講座「わくわく早島キッチン2014～楽しくおいし
くクッキング～」に参加応募した4年生8名，5年生4
名，6年生2名の計14名（女児12名、男児2名）のう
ち食生活アンケートに回答した4年生6名，5年生2
名，6年生1名計9名（女児9名、男児0名：回収率は
64.3％）とその保護者を対象とした．
２. ２　食育講座
　食育講座は，H 町地域福祉センターの調理室で
平成26年7月12日～8月2日の毎週土曜日に4回開催し
た．テキストは自宅で子どもが一人で食事づくりを
行えるよう，準備する器具や食材を示した．当日は，
参加の子どもを3～4人のグループ分け，管理栄養士
養成大学4年生が1～2人で担当した．食事づくりの
調理方法を1工程ずつデモストレーションし，子ど
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も1人ずつに全調理工程を体験させるプログラムと
した．試食前には作った料理の写真をテキストに添
付し，帰宅後保護者からのコメントをもらう機会を
設けた．また，最終回は保護者同伴の参加とし，子
どもがつくった食事を試食した．
２. ３　食生活アンケート
　食育講座参加の子どもとその保護者に対し，食行
動アンケート（表1）を郵送法で行い食育講座受講
前後の食生活を調査した．
　調査時期は，食育講座受講前（以下 Pre とする）
の平成26年7月と食育講座終了2か月後（以下Aft と
する）の平成26年10月の2回とした．
　食行動アンケートは Satter Eating Competence 
Model12）に準じて作成された白根らの「食べる力」
の食行動アンケート用紙13）を用いた．
　食行動アンケート用紙の質問項目は全34項目あ
り，「食態度（問1～問5）」，「食物の受容（問6～問
12）」，「内的調整（問13～問20）」，「食に関するスキ
ル（問21～問34）」の4分野で構成されている．回答
方法は、項目に対して「いつもあてはまる」を3，「ほ
とんどあてはまる」を2，「ときどきあてはまる」を
1，「あてはまらない」を0の4段階とし，点数化して
食行動を評価した．合計102点満点を100点に換算し
点数が高いほど食行動が良いものと考える．また，
「食態度」を15点，「食物の受容」を21点，「内的調
整」を24点，「食に関するスキル」を42点満点とし
て分野ごとの得点率を算出した．
　食行動アンケート用紙は子どもが自身について回
答する用紙，保護者が自身について回答する用紙，
保護者から見た子どもについて回答する用紙の3種
類を用いた．
　子ども自身，保護者自身，保護者から見た子ども
の3つの区分において Pre と Aft の子どもと保護者
の食行動を比較した．
　値は平均値±標準偏差で示した．有意差検定は
Spss.ver19を用いて t 検定（対応あり）により有意
水準を5％とした．
　本研究は，川崎医療福祉大学倫理委員会（承認番
号14−024）の承認を得て行った．

３．結果
３. １　Pre と Aft の食行動の総合得点数
　子ども自身，保護者自身，保護者から見た子ども
の食育講座 Pre と Aft の食行動総合得点数を図1に
示す．
３. １. １　Pre の食行動の総合得点数
　Pre の総合得点数は子ども自身が78.7 ± 6.6点，
保護者自身が77.3 ± 7.3点で有意な差はなかった．

保護者からみた子どもの Pre の総合得点数は，子
ども自身と保護者自身の総合得点数に比べて有意
（p＜0.05）に低かった．
３. １. ２　Aft の食行動の総合得点数
　子ども自身の Aft の総合得点数は Pre と比べて
有意な変化はなかった．　
　保護者自身の Aft の総合得点数は79.3 ± 7.5点と
Pre に比べて増加傾向（p=0.224）がみられた．保
護者からみた子どもの Aft の総合得点数は76.3 ± 
7.8点と Pre にくらべて増加傾向（p=0.181）がみら
れた．
　総合得点数の Pre から Aft への平均変化率は，
保護者自身が＋2.7％，保護者からみた子どもが＋
5.3％であった．
３. ２　Pre と Aft の食行動の分野別得点率
　子ども自身，保護者自身，保護者からみた子ども
の Pre と Aft の「食態度」，「食物の受容」，「内的
調整」，「食に関するスキル」4分野の得点率を図2に
示す．
　子ども自身は，全ての分野の得点率で Pre と Aft
で有意な差はみられなかった．
　保護者自身は，「食物の受容」の得点率が Pre に
比べて Aft が有意（p ＜0.05）に増加した．その中
でも問７の「あまり興味のない食材（料理）でも健
康に大切なものであれば食べることができる」，問
８の「いろいろな食材（料理）を積極的に食べるよ
うにしている」，問10の「外国や他地域の食文化に
関心がある」，問12の「地産地消（地域で生産され
た食材をその地域で消費すること）や旬を大切に食
事している」の項目の得点数が有意（p ＜0.05）に
増加した．保護者自身の「食態度」，「内的調整」，「食
に関するスキル」の3分野の得点率は Pre と Aft で
有意な差はみられなかった．
　保護者からみた子どもは，「食物の受容」の得点
率が Pre に比べてAft が増加傾向（p=0.228）にあっ
た．「食に関するスキル」の得点率が Pre に比べて
Aft が有意（p ＜0.01) に増加した．その中でも問23
の「栄養のバランスを考えて食べている」，問33の「テ
レビを見ながら食事をしていない」の項目の得点数
が有意（p＜0.05）に増加した．

４．考察
　健全な食生活は健康で豊かな人間性の基礎とな
り，子どもへの食育を通してその保護者自身の食育
への期待が高まっている14）．そこで、H 町において
食事づくり支援プログラムとしての食育講座を開講
し，食育講座を受講した子どもとその保護者の食行
動の変容を評価した．

表１　漏斗胸（Nuss 法）手術後の活動制限
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表１　食生活アンケート
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　子ども自身，保護者自身，保護者からみた子ども
の総合得点数は，いずれも75～80点であり，中学生，
高校生，大学生を対象とした総合得点数に比べて高
い得点数であった13）．これは、食育講座に参加しか
つアンケートに回答し返送した子どもとその保護者
であるため，食育に対する意識が高い可能性がある
と考えられる15）．
　しかし，保護者からみた子どもの総合得点数は保
護者自身の総合得点数に比べて有意（p ＜0.05）に
低いという結果が得られたことから，食育の意識が
高い保護者は，自分の子どもに対して食育の必要性
を感じているのではないかと考えられた．
　幼稚園から中学生までの子どもを育てる母親たち
を対象とした調査16）によると，その9割以上が食育
に関心をもっているが，具体的に何をすべきかわか
らない人や食育の実践を負担に思う人が少なからず
いる現状にある．成長期の子どもへの食育が強調さ
れ，家庭での食生活が子どもの食育に重要な役割を
もつとしている．子ども料理教室や親子料理教室等
の単回の開催やおやつ作りでの食育効果の報告が多
い17-23）．これらの料理教室では，調理することの楽
しさ17,18），家庭で調理を実践する意識19），自分で調
理することができる自信20），食に対する関心や感謝
の気持ち21-23），好き嫌い23）への効果がみられている．
　本食育講座は，各調理過程の全てを子どもが経験
し，自宅で保護者にコメントをもらうという内容の
プログラムを導入した．子どもたちが食育講座で学

んだことを保護者に伝え，夏休みの期間に調理の手
伝いをする機会が増えることで，子どもやその保護
者が食へ興味関心をもつことが期待できる企画とし
た．Pre の子ども自身と保護者自身の食行動の総合
得点数には差がなかった．このことよりPre では，
家庭で子どもの食行動は保護者の食行動の影響を受
けている24,25）ことが確認できた．
　一方，保護者からみた子どもにおいては，Pre の
食行動の総合得点数が有意（p＜0.05）に低かったが、
Aft では Pre に比べて総合得点数の増加傾向が明ら
かとなり，保護者自身の総合得点数も増加傾向が認
められた．Pre では子ども自身は食行動の変容に気
が付いていないものの保護者からの子どもに対する
食行動の評価は，高くなる傾向にあった．分野別に
みると，保護者からみた子どもの「食物の受容」と
「食に関するスキル」の得点率が，それぞれ増加傾
向と有意（p ＜0.05）な増加がみられ，同時に保護
者自身においても，「食物の受容」の得点率が有意（p
＜0.05）な増加があった．これは、Aft で子どもの
食行動変容が保護者の食行動変容に影響を及ぼした
と推測される．
　以上のことから，食育講座を受講することで食行
動は、子ども自身では変化に気付かなかったが，保
護者からみた子どもでは改善傾向にあり，保護者自
身の食行動も改善する傾向にあることが確認できた．

図１　子ども自身，保護者自身，保護者から見た子どもの食育講座Pre と Aft の食行動総合得点数

a,b：異なる記号間で有意差（ｐ＜0.05）あり

□：Pre，■：Aft
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図２　�子ども自身，保護者自身，保護者からみた子どものPre と Aft の「食態度」，「食物の受容」，「内的調整」，
「食に関するスキル」4分野の得点率

＊：ｐ＜0.05，＊＊：ｐ＜0.01 vs Pre

□：Pre，■：Aft
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５．結語
　子どもへの食行動は保護者の食行動に依存してお
り，子どもが食育講座に参加することで，子どもの
食行動の改善効果がみられ，保護者の食行動へ影響
を及ぼすことが明らかとなった．小学生への食事づ
くり支援プログラムの実践は，参加した子どもを通
じてその保護者の食行動変容が期待できることが示
唆された．
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Abstract

　A workshop entitled “Hayashima Happy Kitchen 2014—Fun and Yummy Cooking” was offered to older students 
at H-Town Elementary School. Parental views of their children’s dietary behaviors appeared to be significantly 
lower than children’s views and parents’ views of their own behaviors. After workshop participation, however, 
parental scores of their children’s dietary behaviors were significantly improved, and scores of parents’ own dietary 
behaviors also appeared to be rising. Taken together, the findings of this study suggest that dietary workshops for 
children can help to improve the eating behaviors of children as well as parents.
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